
第２学年 生活科学習指導案

日 時 平成１６年１０月６日（水）５校時

場 所 ２年２組教室

児 童 ２年２組 男子１８名 女子７名 計２５名

授業者 髙橋 健司

１．単元名「三りくてつどうででかけよう」

２．単元について

（１）単元設定の理由

本単元は、学習指導要領第１学年及び第２学年の内容（４ 「公共物や公共施設はみん）

なのものであることやそれを支えている人々がいることがわかり、それらを大切にし、安

全に気を付けて正しく利用することができるようにする 」を受けて設定したものである。。

児童にとって公共物や公共施設を利用することは、自分自身の生活を広げたり豊かにし

たりするために大切である。そして、それらを積極的、有効的に利用できるようになるた

めには、公共物や公共施設を実際に利用して、自分の生活に生かしたり、自分以外の人の

ことを考えて行動したりする体験が不可欠である。このような能力や態度は、国際化の進

む社会においてさらに求められるようになる。

本単元で取り上げる三陸鉄道は、身近な地域の公共交通機関である。これを実際に利用

することを通して、身の回りの公共物や公共施設を大切にし、安全に気を付けて正しく利

用できる力や自分自身のよりより生活をつくり出していく力を養いたいと考え、本単元を

設定した。

（２）子どもについて

子どもたちは、１年生の生活科の学習で、最も身近な公共施設である学校の探検や近く

の公園、アジアの広場での活動を通して、公共の意識を身につけてきた。２年生でも、ま

ち探検、お店探検で公共の意識を広げてきている。また、村のプールでの学習や交通手段

としてのスクールバスの乗車でも公共の意識が育ってきている。本単元では、鉄道という

一般の人々も多く利用するものを取り上げることで、子ども達の活動の範囲や公共の意識

をさらに広げることになる。

本単元で取り上げる三陸鉄道の児童の乗車体験は７３％であった。そのほとんどが、保

育所のときの遠足での体験であり、児童の日常の移動手段としての利用は、皆無である。

しかし、だからこそ、地域の三陸鉄道を実際に利用し、そこでの物や施設、人とかかわ

りながら「他の人も使っているからていねいに使おう 「きちんと並んで順番を待とう」」

というような公共の意識を一層高めていきたい。

（３）指導にあたって

乗車体験の前に、乗り物ごっこやしおり作りを通して、乗り方のルールやマナー、安全

について考えさせるとともに、三陸鉄道に関心を持たせたい。



乗車体験では、切符の買い方、乗り降りの約束、お礼など、実際の生活に必要な習慣や

技能を身に付けさせたい。また、運転手や車内に設置されているものを観察させることで

いかに三陸鉄道が、安全に気をつけているかに気付かせたい。

探検報告会では、三陸鉄道を利用したことや利用して楽しかったことなどを表現すると

、 。ともに 三陸鉄道が自分達の生活の豊かさにつながっていることにも気付かせていきたい

単元を通して、三陸鉄道の正しい利用が安全と密接に関係していることを押さえ、自立

への基礎を養いたい。

３．単元の目標（観点別目標）

（１）関心・意欲・態度

・三陸鉄道に関心をもち、みんなのことを考えて、正しく利用しようとする。

（２）思考・表現

・三陸鉄道の正しい乗り方と安全の関係について考えることができる。

・三陸鉄道を利用したことや利用して楽しかったことなどを表現できる。

（３）気付き

・三陸鉄道は、みんなのものであり、それを支えている人がいることに気付く。

・三陸鉄道が自分達の生活を豊かにしていることに気付く。

４．指導計画

１、三りくてつどうででかけよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７）（

・列車やバスの利用の経験を話し合い、乗る練習をする （１ 【本時】。 ）

・小さな旅（ミニ遠足）の計画を立てる （１）。

・目的地に行くためのしおりをつくる （１）。

・小さな旅（ミニ遠足）に出る（４）

２、たんけんほうこくかいをしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４）（

・三陸鉄道に乗った様子や探検した様子を多様な形で表現し、旅をまとめる （２）。

・グループごとの発表をする （２）。

５．本時の指導

（１）本時の目標

話し合いや乗り物ごっこを通して、三陸鉄道に関心をもち、正しく利用しようとする。

（２）本時の展開

段階 学習活動 教師の支援 ☆評価の視点 準備

と １、三陸鉄道に乗った経験 ・映像クイズから、三陸鉄道への関心をも ・机の撤去

ら を話し合い、今日やるこ たせる。 ・パソコン

え とを確認する。 ・プロジェク

る ・三陸鉄道に乗った経験を話し合わせ、三 ター

三りくてつどうに 陸鉄道に関心を持たせる。 ・スマートボ（ ）10
正しくのるれんし ード

ゅうをしよう！ ・目的意識を持たせ、意欲付けを図る。



・公共物の映

☆映像クイズや話し合いを通して、三陸鉄 像

道に関心を持つことができたか。

３、乗り物ごっこを通し ・教室の前に三陸鉄道を見立てた空間を作 ・三陸鉄道に

追 て、正しい利用の仕方 り、ごっこ遊びを通して、実際にやって 見立てた空

究 を練習する。 みたり、考えたりできるようにする。 間と椅子

す

る ・乗る手順とマナー・安全面を分けて、構 ・運転手の帽

造的に理解できるようにする。 子（ ）30

・子どもたちの気付きやつぶやきをとりあ ・黄画用紙カ

げ大切にする。 ード

・運転手から聞いた話を語り、より関心や ・マジック

安全面の意識をもたせる。

・三陸鉄道内

・意欲的に活動している子どもや発言して 外の映像

いる子どもを賞賛し、全体にも意欲や関

心を広げていく。

☆乗り物ごっこを通して、三陸鉄道に関心

、 。を持ち 正しく利用しようとしているか

ま ３ 本時の活動を振り返り ・乗り方やマナー・安全面を確認する。． 、

と 次時の活動を確認する。

め ・わからなかったことを確認し、調べ方を

る 考えさせる。

（ ）５

☆今日の活動を振り返ることができたか。

・次時の予告する。

（３）本時の評価

評価規準 具体の評価規準Ａ 具体の評価規準Ｂ Ｃへの支援

話し合いや乗り物ご 進んで話し合いや乗 話し合いや乗り物ご 乗り物ごっこに参加

っこを通して、三陸鉄 り物ごっこに参加し、 っこを通して、三陸鉄 させて、三陸鉄道に関

道に関心をもち、正し 三陸鉄道に強く関心を 道に関心を持ち、正し 心を持たせる。

く利用しようとしてい 持ち、正しい利用の仕 い利用の仕方を考えよ

る。 方を考えようとしてい うとしている。

。 （ ） （ ）（関心・意欲・態度） る 観察・発言 観察・発言


